
細胞分裂と成長　標準問題　解説
中学3年 理科｜理科ラボ（オリジナル問題）｜全8問・100点

問1　答え：イ（もとより小さい）

分かれた直後の細胞は小さく、そのあと養分をとり入れて、もとの大きさくらいまで大きくなります。

よくあるまちがい：分裂→小さい→成長して大きくなる。

問2　答え：ウ（同じ）

分裂の前に染色体が複製されて2倍になり、それが2つに分かれるので、それぞれの細胞の染色体の数はも

とと同じです。

よくあるまちがい：体細胞分裂＝同じ数、減数分裂＝半分。

問3　答え：ア（細胞の数がふえ、1つ1つが大きくなるから）

細胞分裂で細胞の数がふえ、ふえた細胞の1つ1つが大きくなることで、生物は成長します。

よくあるまちがい：成長＝数がふえる＋1つ1つが大きくなる。

問4　答え：核の中に染色体が見えてくる → 染色体が中央に並ぶ → 染色体が両はしに分かれる → 仕

切りができて2つの細胞になる

染色体が見えてくる→中央に並ぶ→両はしに分かれる→それぞれ核になり、仕切り（植物では細胞板）がで

きて2つの細胞になる。

よくあるまちがい：「並ぶ」→「分かれる」の順。

問5　答え：イ（細胞を1つ1つ離れやすくするため）

うすい塩酸で細胞どうしの結びつきを弱め、押しつぶしたときに細胞が重ならず観察しやすくします。

よくあるまちがい：塩酸＝ばらばらにする、染色液＝核や染色体を染める。

問6　答え：ア（根の先端に近い部分）

根の先端近く（成長点）では細胞が小さく、分裂中の細胞が多く見られます。もとに近い部分では細胞は

大きくなっています。

よくあるまちがい：先端近く＝小さい細胞が多い＝分裂がさかん。

問7　答え：8個

考え方

1. 1×2を3回くり返す＝8個

よくあるまちがい：1回の分裂で2倍。たし算ではない。

問8　答え：下の例

分裂でできる2つの細胞に、もとの細胞と同じ数・同じ内容の染色体をわたすため。複製して2倍にしてか

ら等しく分けるので、どちらの細胞にも同じ遺伝子が受けつがれる。

採点のポイント：分裂後の2つの細胞が、もとと同じ数の染色体をもつため／同じ遺伝子（同じ内容の染色

体）が受けつがれる

よくあるまちがい：「数が同じになる」ことと「内容（遺伝子）が同じ」ことを書く。
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